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関 して述べた.この とき,27Tの磁場中で3次 元
歪測定 と電気抵抗測定を同時に行 う事がで きる,
世界でも類を見ない強磁場低温下引張 り歪印加装
置を開発 した.こ の装置は,線材へ流す電流の大
きさを制限することで,大 きな電流 リー ド線 を取




この装置を用いて,3次 元歪 と上部臨界磁場 地
臨界温度 罫を同時に測定できる方法 を確立 し,測

























































































































これ らが引張 り歪Ete。si}eを与 えることで変化することが分かった.こ の偏差歪,静 水圧歪の2つ を用い




B:・max-('+q1Ehyd)(1+や+譚 審 ㈲ 塩+噛 の
この式で,転 ★は線材の最大の 麁 の値,ε凶 は軸方向





グの結果(実線}を示 したカ～2つ が良 く一致す ることが分
かった.このモデルからNb3Sn線材における超伝導特性
の歪依存性に影響する量 を取 り出す と,軸方向残留歪 と




































の歪感受性 を変えることが分かった・っ まり・3つの値がNb3Sn線材の多様な 施 の歪依存性を決定することが分かっ
た.
本研究によ り・Nb3Sn線材の種類によって異なる超伝導特性の歪依存性は・軸・横方向の残留歪 と縦横比が異なるこ






















とで,世界で初めて直接測定されたNb3Sn線材に対する軸方向歪 と横方向歪のデータは,3次 元歪 とB,2との関係を詳細
に議論することを可能にした。中性子回折法では,これまでにNb3Snの残留歪の評価に使用されたことがなかった。本研
究では,最近の中性子回折法はNb3Sn線材の残留歪評価が十分にできることを世界で初めて示 している。ひずみゲージ法




化を表す静水圧歪の2つ に初めて着 目し,実用ひずみ不変量モデルを構築 した手法は重要である。このモデルから,軸方






十分に解釈できることを示 している。軸方向残留歪,横 方向残留歪及び縦横比を変化 させることで,Nb」Sn線材の最適な
構造の提案が可能 となる設計指針を確立したことは,超伝導工学の発展に大きく寄与する。
よつて,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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